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論　　文　　の　　要　　旨
（目的）
　本論文では小児の食物アレルギーにおける食物特異抗体の分析および宿主反応の臨床的意義を解明するため，
下記の研究目的を定めた。すなわち，
（五）食物抗原に対する抗体測定法の確立，（2）正常対照群における食物抗原に対する抗体の測定，（3）牛乳アレルギー
患者における食物抗原に対する抗体の測定，（4）炎症性腸疾患を主とする疾患群の病因における食物アレルギーの
役割の解明および（5）小児の急性下痢症回復期における食物抗原に対する抗体の測定である。
（結果と考察）
（且）酵素免疫吸着法（肌至SA）を用いて牛乳，βラクトグロブリン，α一ラクトアルブミン，牛血清アルブミンお
　よび鶏卵オバルブミンに対する亙gG，IgAおよびIgM抗体の測定系を確立し，本法が感度および特異度にすぐ
　れ，測定誤差も少ないことを示した。同様に，セファローズラスト法を用いて各種食物抗原に対する1gE抗体
　の測定系を確立し，その有用性を示した。さらにウエスタンブロット法が牛乳アレルギーにおける抗原分析に
　有用であることを明らかにした。
（2）正常対照群（208名）血清中に含まれる牛乳抗原に対する抗体は，主として亙gGであることを示し，少数例で
　は玉gAおよび豆gMも存在することを明らかにした。これに対し亙gE抗体は原則として認めず，生理的には存
　在しないと考えられた。
（3）即時型および遅延型牛乳アレルギー患者合計31名を対象に牛乳抗原に対する抗体を検査した結果，前者では
　互gE抗体が，後者ではIgG抗体が著しく高値であることが明らかとなった。牛乳抗原の分析ではβ一ラクトグ
　ロブリン，α一カゼインおよびβ一カゼインが牛乳アレルギーと最も関連する抗原と考えられる。即時型牛乳
　アレルギーではIgE抗体がI型過敏反応を介して，遅延型牛乳アレルギーではIgG抗体が皿型過敏反応を介し
　て牛乳アレルギーの発症に関与している可能性が考えられた。
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（4）炎症性腸疾患（漬瘍性大腸炎，クローン病）症例の一部では牛乳抗原，あるいは鶏卵オバルブミンに対する抗
　体高値を認め，これら抗原に対する食物アレルギーが発病に関与している可能性が示唆された。
（5）急性下痢症の回復期にある一部症例では，抗β一ラクトグロブリン且gG抗体値の上昇が認められ，食物抗原に
　よる感作の可能性が考えられた。
審　　査　　の　　要　　旨
　本研究は王牛乳アレルギーの小児患者血清中の各種抗体を，EL亙SAおよびラストを用いて測定した結果ヨ即
時型牛乳アレルギーではI型遇敏反応を介して亙gE抗体が，遅延型牛乳アレルギーでは唖型過敏反応を介して
IgG抗体が発症に関与している可能性が示唆された。綿密な計画のもとに，正常対照群および牛乳アレルギー患
者の多数例を対象に，食物抗原に対する各種抗体を測定，分析した成績は高く評価される。
　さらに小児急性下痢症を対象に，牛乳抗原に対する抗体を精査した結果，一部症例の回復期において，抗βラ
クトグロブリン互gG抗体が急上昇することを明らかにし，これら症例ではβ一ラクトグロブリンによる感作が生
じている可能性を示唆した。急性下痢症後の牛乳抗原による感作がどのような臨床的意義を持つかは現在のとこ
ろ明確ではない。しかし手さらに本研究を継続すれば，現在なお未解決点の多い食物アレルギーの病態解明に著
しく貢献することが期待され，高く評価される研究である。
　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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